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第　 1　問

四面体 OABCにおいて，3つのベクトル −→
OA，−→

OB，−→
OCはどの 2つも互いに垂直であ

り，h > 0に対して，
−→
OA = 1,

−→
OB = 2,

−→
OC = h

とする。3点 O，A，Bを通る平面上の点 Pは，−→
CPが −→

CAと −→
CBのどちらとも垂直とな

る点であるとする。次の問いに答えよ。

(1)
−→
OP = α

−→
OA+ β

−→
OBとするとき，αと β を hを用いて表せ。

(2) 直線 OPと直線 ABが直交していることを示せ。

(3) △PABは，辺 ABを底辺とする二等辺三角形ではないことを示せ。
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第　 2　問

関数 f(x) = xex について，次の問いに答えよ。

(1) 関数 y = f(x)について，増減および凹凸を調べ，そのグラフをかけ。ただし，必
要ならば lim

x→−∞
xex = 0を用いてもよい。

(2) 不定積分
∫

xex dx，
∫

x2e2x dxをそれぞれ求めよ。

(3) 0 ≦ t ≦ 1に対し g(x) = f(x)− f(t)とおく。0 ≦ x ≦ 1の範囲で，曲線 y = g(x)

と x軸ではさまれる部分を，x軸のまわりに 1回転してできる回転体の体積を V (t)

とする。V (t)を求めよ。

(4) (3)の V (t)が最小値をとるときの tの値を aとする。最小値 V (a)と，f(a)の値
を求めよ。ただし，aの値を求める必要はない。
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第　 3　問

関数 y = log3 xとその逆関数 y = 3x のグラフが，直線 y = −x+ sと交わる点をそれ
ぞれ P (t, log3 t)，Q(u, 3u)とする。次の問いに答えよ。

(1) 線分 PQの中点の座標は
(
s
2
, s

2

)
であることを示せ。

(2) s，t，uは s = t+ u，u = log3 tを満たすことを示せ。

(3) lim
t→3

su− k
t− 3

が有限な値となるように，定数 k の値を定め，その極限値を求めよ。
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第　 4　問

a > 1とする。無限等比級数

a+ ax(1− ax) + ax2(1− ax)2 + ax3(1− ax)3 + · · ·

が収束するとき，その和を S(x)とする。次の問いに答えよ。

(1) この無限等比級数が収束するような実数 xの値の範囲を求めよ。また，そのときの
S(x)を求めよ。

(2) xが (1)で求めた範囲を動くとき，S(x)のとり得る値の範囲を求めよ。

(3) I(a) =

∫ 1
a

0

S(x) dxとおくとき，極限値 lim
a→∞

I(a)を求めよ。
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